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うんめぇもん応援団突撃インタビュー
50号記念スペシャル

祝50号記念！

応援ファイル No.33
　　横浜市こども青少年局
　　子育て支援部長　宮本 正彦 高岡）横浜市こども青少年局の宮本正彦部長にお話を伺いにきました。

　　　職場のお昼休みに押しかけましたが、今日はよろしくお願いします。
　　　さて、早速ですが K2グループ（うんめぇもん市）との関わりのきっかけに
　　　ついてなど、改めて教えていただけますか？

宮本）実は横浜市役所の中で K2グループと関わりが一番長いのは私だと
　　　思うんですよ。平成１３年、私が企画局にいた時代「こどもの未来を
　　　考える横浜会議」という会議の中不登校引きこもりの活動をしている
　　　K2の事務所に訪ねて代表の金森さんお話をしたのが最初でした。K2 は
　　　それからお話を聞くたびにどんどん進化しているな～というのが印象
　　　ですね。暫く間があいて、横浜市で平成１８年に「こども青少年局」が
　　　できた時に岩本さんに協議会の委員になってもらったのをきっかけに、
　　　またお付き合いが再開しました。

高岡）その時ぐらいから「よこはま南部ユースプラザ」や「よこはま型若者自立
　　　塾」など横浜市との協働事業も始まったんですよね。

宮本）その後、私は都筑区役所に異動してしまったんですが、平成２４年
　　　でしたか、岩本さんから「うんめぇもん市」の協力を依頼されて、「よし！
　　　都筑区でもやろう」という事でやり始めたんですよね。

高岡）私は都筑区で宮本さんとお会いしたんですが、そこから本当に「うんめぇ
　　　もん応援団長」として色々と協力いただいて感謝しています。特にあの
　　　漫画仕立ての「うんめぇもん通信」を作ってくれたのはスタッフ一同みな
　　　感激しました。

宮本）「うんめぇもん市」が単なる物販という認識しか持っていない職員が多く、
　　　それはイカンと思って。青少年の自立支援だということをきちんと伝えなけ
　　　ればと思ったのがきっかけです。お弁当食べながら気軽に読んでもらえる
　　　ものをと思って漫画にしました。

高岡）では、次に・・・うんめぇもん市の中で印象深いスタッフは誰かいますか？

宮本）それは高岡くんだよね。（笑）ものすごい成長したよね。きっとK2の活動
　　　の中では日々そういうことがあると思うんだけど、なかなか私の立場だと
　　　そういう若者が成長の過程を見ることが出来ないので自分達がこうして
　　　お弁当を買うことが、こういう風に人が成長する手助けになるんだと、
　　　それが嬉しかったですね。

高岡）ありがとうございます。自分だと実感がわかないんですけど。でも、何か
　　　変化の機転があるとしたら、「うんめぇもん市」の営業の仕事をだんだん
　　　任されるというころからですね。それが嬉しくて・・・。

高岡）では、宮本さんの好きなお弁当はどれですか？

宮本）何といっても「穴子重」と「金華鯖の一本鮨」トップ２だね～。

高岡）では、お気に入りの物産はなんですか？

宮本）今一番好きなのは「牛タンペパロニ」。味噌ホルモン、ごまかりんとうも
　　　好きですよ。こないだは鯖のフレークも家で大好評だった。
　　　わかめスープとモロヘイヤスープ。これは便利だし定番だよね。

高岡）おそらく宮本さんがうんめぇもん市の商品を全部買ってくれていますよね。
　　　ランクインしているのはかなりお酒のおつまみに偏ってますが・・・（笑）

高岡）最後に市役所の皆さんへの宮本さんからメッセージをお願いできますか？

宮本）うんめぇもん市のお弁当を食べた時にそこに関わっている若者がいるという
　　　ことをわかってもらえれば嬉しいですね。

高岡）そうですね、僕たちもそういう発信はこれからもっと工夫していかなけ　　　
　　　ればと思っています。では、僕らうんめぇもん市のスタッフやメンバーへの
　　　メッセージもお願いできますか？

宮本）本当にみんなから元気もらっている感じに思っているので、逆に励みになる　　
　　　から、逆に応援してください、横浜市を！（笑）

高岡）  はい！（笑）こちらこそよろしくお願いします。
　　　今日はありがとうございました。

インタビュアー：うんめぇもん市営業部長　高岡　慶考

宮本さん作「うんめぇもん通信」
のキャラクター
雲盟 紋市君と石野まきさん

牛タンペパロニ金華鯖の一本鮨あなご重



　1月・2月 うんめぇもん市の開催スケジュール

   2 日 ( 火 ) 西区役所
   4 日 ( 木 ) 戸塚区役所
   9 日 ( 火 ) 都筑区役所
10日 ( 水 ) 鶴見区役所 (物産のみ )
12日 ( 金 ) 中区役所
22日 ( 月 ) 横浜市役所
24日 ( 水 ) 青葉区役所
26日 ( 金 ) 保土ケ谷区役所 (物産のみ )
29日 ( 月 ) 瀬谷区役所 (物産のみ )

10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～16:00
10:00～15:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～14:00

◆  2 月の開催予定日
   5 日 ( 火 ) 磯子区役所 (物産のみ )
   7 日 ( 木 ) 戸塚区役所
10日 ( 日 ) 横浜市消防局出初式
12日 ( 火 ) 神奈川区役所 (物産のみ )
13日 ( 水 ) 青葉区役所
14日 ( 木 ) 都筑区役所 (物産のみ )
18日 ( 月 ) 横浜市役所
20日 ( 水 ) 鶴見区役所
22日 ( 金 ) 西区役所 (物産のみ )
26日 ( 火 ) 中区役所
29日 ( 金 ) 保土ケ谷区役所

10:00～16:00
10:00～14:00
10:30～15:30
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～16:00
10:00～14:00
10:00～15:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～14:00

◆  1 月の開催予定日

◯作り方
１）牡蠣に片栗粉をまぶし、サラダ油で火が通るまで焼く。
２）あたたかいままAに漬け込む。

みえ子ガガの直伝レシピ (ガガは石巻弁でお母さんという意味です )

うんめぇもん市の惣菜･デザートを製造しているはたらぼスタッフを
紹介します。
今回は、はたらぼスタッフの青木 美香さんにインタビューしました。

はたらぼとは・・・K2グループの若者就労支援事業所の一つで就労移行支援事業所 (障がい福祉事業所 )。
　　　　　　　　　うんめぇもん市の加工食品の製造を手掛けるキッチンがある。

「HataLabo(は･た･ら･ぼ)」スタッフ紹介コーナー

今回はうんめぇもん市で、一押し商品 ｢ 牡蠣 ｣ を
使った｢ 牡蠣の甘酢漬け ｣ です。
ごはんのおかずに、酒のつまみにおいしい！！

名前   青木 美香
年齢   48 歳
出身   神奈川県平塚市
趣味   車の運転･音楽鑑賞
特技   車庫入れ

はたらぼの現場主任で
メンバーのお母さん的
存在です。

【牡蠣の甘酢漬け】

プロフィール

(材料)
牡蠣：１０粒、片栗粉：適量
Ａ-醤油：大２分の１、
　  酢：大１、砂糖：大１、
 　しょうが：すりおろし小さじ１

① Ｋ２で働くきっかけは？
　生きづらさを持つ息子の相談をしたことをきっかけに 2011年 年末からK2と繋がり、家族の会を
　通じて様々な取り組みを知り 参加して行くうちにK2との距離が縮まり生活の一部になって来ました。
　2014年の年末に たまたま転職先を探しているという話をスタッフの方にしたところ、「良かったらK2に」
　と声を掛けて頂き、今年の2月からはたらぼで働き始めました。

② Ｋ２（はたらぼ）スタッフ になって変わったことはありますか？
　はたらぼのメンバー一人一人と接し それぞれの抱える”生きづらさ”を肌で感じることで、
　息子の今までの行動や言動・息子自身の事を 少しづつですが客観的に考えられる様に
　なった気がします。

③ うんめぇもん市おすすめ商品は？
　はたらぼで作っているコロッケです。鯨缶・貝ひも・金華鯖味噌煮缶など、うんめぇもんの
　物産品を使った特性コロッケで ソース無しでそのまま召し上がって頂けます！

ちあっきー

※予定は変更される事があります。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

「 震 災 か ら 今 」社会福祉法人 石巻市社会福祉協議会　　　　　復興支援課 主幹 平塚 信一朗
石 巻 現 地 の 声 

今の石巻市は、被災から復興へ、具体的には新たな
再建へ向けての移行期として、仮設住宅から復興公営
住宅等への自立再建、そして新たな街づくりを目指そう
としております。現在、本会として石巻市から委託され
ております、仮設住宅等への地域生活支援員の巡回
・訪問による見守り支援業務を実施し、住民の声を
傾聴しております。住民の声（不安）については、
将来に向けての住環境・生活不安をよく耳にします。
住み慣れた地域から仮設住宅、さらには復興公営
住宅と住環境が変化し、人との繋がりを再構築しな
がら、地域に慣れ、生活しなければなりません。
さらに以前からお住まいの方、自立再建し転居され
た方も地域住民です。この震災にて地域の社会資源
も不足し、住民間の温度差も感じるところがあり、
新たな街づくりに必要なコミュニティ形成には難題も
抱えております。

平塚さんプロフィール
石巻市湊地区出身。復興支援課に在籍し、応急
仮設住宅・復興公営住宅への支援業務、地域福祉
コーディネーター、いしのまき支援連絡会等の
総務を担当され、地域の皆さんのためにご尽力
されています。Ｋ２の活動へのご協力・アドバイス
等もいただきながら、今後も、若者ニーズ・石巻
地域のニーズに応えていけるよう、より連携を
深めていきたいと思っています。

これからの街づくりに市民のみなさんに感じていただき
たいことは、自分達の住む地域に、住みやすい環境を
つくるための住民同士のあたたかい関係を作っていただ
きたい。我々支援者もその関係づくりに協力していき
たいと考えております。文末になりましたが、ヒューマン
フェローシップさんとの出会いは、石巻地域で活動されて
いるＮＰＯ等が参加するプラットホーム「いしのまき支援
連絡会」です。月１回の定例の連絡会、内容を協議
する幹事会を開催しており、自団体の活動周知や会の
運営にも協力いただいております。石巻地域での貴重
な就労・自立支援を地域住民・事業者と連携して活動
されており、その情報や地場産品を横浜市及び関東へ
発信・提供の活動も行っているとのことで、主体活動の
場に石巻市を選んでいただいたことに大変感謝いたしま
す。
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